
市政だより天草を読んでいただき、ありがとうございます。

市政だより天草をもっと皆さんに楽しんでもらうため、コ

ーナーを一部新しくしました。

36 ページ「元気☆あまくさっこ」では、市内の園児から

高校生、看護学生を紹介し、子どもたちの元気な姿を毎月お

届けします。「〇〇な人み～つけた！」では、元気な人や仲

良し家族、趣味、グループの紹介などを掲載していきます。

ぜひ応募しませんか？

来月からは、市長コメントコーナーや、国際交流推進員の

李・賀恩さんのコーナー「ともに生きる」もスタートします。
イ ハウン

▲「元気☆あまくさっこ」

▲「〇〇な人み～つけた！」

市政だより天草

今月号からリニューアルしました！

市政だより天草への
　ご感想お待ちしています！
メールやハガキなどでお送りください。
〒863-8631（住所記載不要）天草市役所・秘書課
　 kouhou@city.amakusa.lg,jp

問い合わせ先

牛  深☎73-2111・有  明☎53-1111
御所浦☎67-2111・倉  岳☎64-3111
栖  本☎66-3111・新  和☎46-2111
五  和☎32-1111・天  草☎42-1111
河  浦☎76-1111

天草市役所 ☎23-1111
〒863-8631 天草市東浜町8番1号

支　所

本　庁

※（　）内は前月比

75,738
35,693
40,045
36,298

（687減）
（337減）
（350減）
（159減）

出生
死亡
転入
転出

40人
153人
289人
863人

3月末日現在

3月中の異動

人　口
男
女

世帯数

人のうごき

主な内容 5月号
2022

YouTube InstagramLINE

天草市公式SNS

44 令和５年度採用市職員を募集

43 休日在宅病・医院
水道修繕当番店／献血日程

34 キラリ天草人

38 宝島のわだい

42 お出かけ情報／5月の潮汐

14 いきいき健康

40 市民のひろば

17 くらしの情報

2 目次

37 ハッピーバースデー
36 元気　あまくさっこ／〇〇な人み～つけた

3 令和４年度施政方針
8 令和４年度予算

10 天草市議会議員一般選挙結果
12 職員体制

16 ヤングケアラー

35 天草文化財探訪／天草見どころ図鑑

昨
年
２
月
、
市
長
に
就
任
し
、

市
政
の
か
じ
取
り
と
い
う
重
責
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
、
１
年
２
カ
月
が
経
過
い
た
し

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
人
と
の
接
触

機
会
が
制
限
さ
れ
る
中
に
お
き
ま

し
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対

話
を
重
視
し
た
市
政
運
営
を
心
が

け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、

本
市
の
現
状
や
、
市
民
生
活
を
支

え
て
い
る
皆
さ
ま
の
頑
張
り
を
拝

見
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
改
め

て
感
じ
た
こ
と
は
、
他
の
誰
か
の

た
め
、
地
域
の
た
め
を
思
っ
て
私

た
ち
の
周
り
で
頑
張
っ
て
支
え
て

く
れ
る
人
た
ち
が
い
る
か
ら
こ

そ
、
市
民
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら

し
て
い
け
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
皆
さ
ま
は
、
独
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
お
互
い
さ
ま
」「
お
か

げ
さ
ま
」
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と

が
、
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
で
あ
る

と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
は
、

日
本
全
国
の
地
方
自
治
体
が
抱
え

る
課
題
で
あ
り
ま
す
。
本
市
に
お

き
ま
し
て
も
将
来
人
口
推
計
で
、

２
０
４
５
年
に
は
高
齢
化
率
が
50

％
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
簡
単
に
解
決
で
き
る
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち

が
残
る
こ
と
が
で
き
る
、
ま
た
帰

っ
て
来
ら
れ
る
「
ふ
る
さ
と
」
に

し
た
い
。
そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
天
草
に
自
信
と
誇
り
を
持

ち
、
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
生
き
が

い
を
持
っ
て
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

〝
ま
ち
〞を
創
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
私
の
施
政
テ
ー

マ
で
あ
る
「
つ
な
が
る
チ
カ
ラ
で

ま
ち
づ
く
り
」
の
も
と
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
声
を
お
聞
き
し
、
皆
さ

ま
の
知
恵
と
チ
カ
ラ
と
人
を
つ
な

ぎ
な
が
ら
、
き
め
細
や
か
に
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

施政方針

市民の皆さまの知恵とチカラと人をつなぎ
　　　　　　　幸せに暮らせる天草を創ります

令
和
４
年
度

第２回市議会定例会が１月31日から２月25日まで開かれ、馬場市長が第２次総合計画の最終年度と

なる令和４年度の施政方針を述べました。

今号では、計画に掲げる８つの部門別に概要をお知らせします。
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市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産

業
は
、
天
草
型
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推

進
や
基
盤
整
備
に
よ
る
産
地
力
の
維

持
・
拡
大
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
た
新
た
な
森
林
整
備
事
業
の
創

出
、
資
源
管
理
型
漁
業
の
継
続
に
取

り
組
み
ま
す
。

中
小
企
業
や
地
場
産
業
に
は
、
外

部
人
材
を
効
果
的
に
活
用
し
た
支
援

体
制
や
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、Ｉ
Ｔ
等
オ
フ
ィ
ス
系
の
企
業
誘

致
な
ど
新
産
業
の
創
出
と
地
元
雇
用

の
拡
大
を
進
め
ま
す
。

併
せ
て
事
業
継
承
に
つ
い
て
は
、

個
別
相
談
会
や
啓
発
活
動
を
実
施

し
、
若
者
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
へ
の

就
業
支
援
、
デ
ザ
イ
ン
経
営
強
化
な

ど
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
環
境
を
整

備
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
元
産
品
の
消
費
拡
大

と
天
草
産
品
の
販
路
拡
大
な
ど
地
産

地
消
・
地
産
他
消
を
図
り
、
市
内
生

産
者
の
売
上
・
所
得
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

本
市
に
は
、
世
界
文
化
遺
産
で
あ

る
﨑
津
集
落
に
象
徴
さ
れ
る
キ
リ
シ

タ
ン
の
歴
史
や
文
化
、
イ
ル
カ
の
す

む
海
、
恐
竜
の
化
石
、
天
草
陶
石
な

ど
、
世
界
に
も
類
を
見
な
い
宝
が
数

多
く
存
在
し
ま
す
。

こ
れ
ら
唯
一
無
二
の
宝
、『
本
物
』

を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
そ
の
価
値
に

つ
い
て
皆
さ
ん
に
再
認
識
し
て
い
た

だ
く
機
会
と
併
せ
て
、
観
光
施
設
を

拠
点
と
し
た
周
遊
ル
ー
ト
を
充
実
さ

せ
な
が
ら
「
オ
ー
ル
天
草
」
で
の
広

域
的
な
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

特
に
、
令
和
６
年
３
月
に
開
館
予

定
の
「
御
所
浦
恐
竜
の
島
博
物
館
」

は
、
恐
竜
の
化
石
や
生
態
系
の
多
様

性
な
ど
、
豊
富
な
素
材
を
生
か
し
た

学
び
の
場
と
し
て
、
教
育
普
及
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
情
報
発
信
お

よ
び
地
域
交
流
の
拠
点
施
設
と
し
て

整
備
を
進
め
ま
す
。

総合計画とは、市の将来像を描き、これを市民と行政が共有して協働により実現
するため、まちづくり目標や基本的な方策を明らかにしたものです。「第２次天草市
総合計画」は、8年の「基本構想」と前期・後期各4 年間の「基本計画」、それを基
にした「実施計画」を策定し、市民や地域のニーズに合った魅力あるまちづくりを
進めています。

第２次総合計画の最終年度である今年度も、目指すまちの将来像に向けて8つの
部門でそれぞれが担う部門経営方針を掲げ、政策を展開します。

問 政策企画課 ☎27-5052

豊かで活力
ある産業の
まち

文化を育み
人が輝く
まち

安らぎのある
快適な
まち

未来を拓く
社会基盤が
充実した
まち

自治体経営
が安定した
まち

目指す
まちの将来像

01
創
造
性
豊
か
な
産
業
の

　
　
　
　

 

ま
ち
づ
く
り

02
歴
史
と
文
化
の
薫
り
高
い

魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
の
ま
ち
づ
く
り

主な取り組みを紹介

つの
実施部門の8 人

が
輝
き
活
力
あ
ふ
れ
る

〝
天
草
〞

日
本
の
宝
島

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

本市の将来像と、それを達成するための市政の目標を総合的かつ体系的
に示し、計画的に市政を運営していくための指針となるものです。

1

2 市民をはじめ各種団体や民間企業などに対し、市政運営の指針を示し、
理解と協力を得ながら、まちづくりへの自発的な参画を求めるものです。

3 国や県に対して、本市の主体的なまちづくりの方向性を明らかにし、計
画の実現に向け、積極的な支援と協力を要請するものです。

4 計画の総合化や行政システムの統合化の指針を示し、総合計画を核とし
た自治体経営のトータル・システム化を進めるものです。

総合計画の役割　

第�次総合計画 平成��年度
～令和４年度

市政運営の指針
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市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体

と
な
っ
て
、
地
域
の
課
題
を

自
分
た
ち
で
考
え
、
実
現
可

能
な
取
り
組
み
を
基
本
と
し

た
第
３
期
地
域
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
な

る
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
お
よ
び

陸
上
競
技
場
な
ど
、
令
和
５

年
７
月
の
供
用
開
始
を
目
指

し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
開
始
か
ら
令
和
３
年
12
月

末
ま
で
に
４
２
４
世
帯
、

８
０
０
人
も
の
移
住
者
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
充
実
し
た
支
援
制
度
と

〝
住
み
や
す
さ
〞
を
Ｐ
Ｒ
し

た
移
住
・
定
住
施
策
を
展
開

し
、
地
域
に
新
た
な
活
力
を

生
み
出
す
人
材
の
移
住
に
取

り
組
み
、
地
域
と
継
続
的
な

つ
な
が
り
を
持
つ
関
係
人
口

や
、
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る

人
と
の
つ
な
が
り
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

天
草
の
美
し
い
自
然
環
境

の
保
全
や
地
球
温
暖
化
対
策

を
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、

生
活
環
境
問
題
の
改
善
に
も

迅
速
に
取
り
組
み
、
循
環
型

社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。ま

た
、
低
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
、
適
正
利
用
を

推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
通
詞
島
沖
に
生

息
す
る
イ
ル
カ
の
実
態
調
査

を
実
施
し
、
環
境
保
全
や
教

育
、
研
究
な
ど
幅
広
い
分
野

で
活
用
で
き
る
デ
ー
タ
整
備

を
進
め
ま
す
。

災
害
に
強
い
社
会
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
一
部

の
指
定
緊
急
避
難
場
所
を
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
運

営
と
し
、防
災
体
制
の
充
実
・

強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

防
犯
、
交
通
安
全
、
消
費

生
活
問
題
に
対
し
て
は
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
地

域
全
体
で
の
見
守
り
を
進
め

る
こ
と
で
、
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

公
園
な
ど
の
施
設
の
有
効

活
用
、
適
正
な
土
地
利
用
へ

の
誘
導
な
ど
地
域
に
適
し
た

取
り
組
み
を
進
め
、
良
好
な

街
並
み
景
観
を
形
成
し
ま

す
。（

仮
称
）
第
二
天
草
瀬
戸

大
橋
の
完
成
に
合
わ
せ
て
、

熊
本
天
草
幹
線
道
路
連
絡
街

路
の
主
要
施
設
で
あ
る
橋
梁

上
部
工
工
事
や
、
関
連
す
る

道
路
改
良
工
事
を
着
実
に
進

め
る
と
と
も
に
、
道
路
の
新

設
や
改
良
、
橋
梁
な
ど
の
重

要
構
造
物
の
長
寿
命
化
対
策

を
行
う
こ
と
で
利
便
性
の
向

上
と
安
全
性
を
確
保
し
、
地

域
間
移
動
の
時
間
短
縮
に
取

り
組
み
ま
す
。

情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
市
内
全
域
で
光
フ
ァ
イ

バ
ー
に
よ
る
情
報
基
盤
整
備

を
進
め
、
産
業
・
教
育
・
防

災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
誰
も
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
便
利

さ
を
実
感
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

を
行
う
た
め
、
歳
出
の
見
直

し
と
自
主
財
源
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
必
要
な
投
資

を
進
め
な
が
ら
も
次
世
代
へ

の
負
担
を
軽
減
し
、
公
共
施

設
な
ど
の
再
配
置
計
画
を
着

実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
情
報
化
に
よ
る
業

務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
と
効

率
化
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
に
よ
る
電
子
自
治

体
の
取
り
組
み
を
進
め
、
自

治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
図
り
ま

す
。今

年
度
は
第
３
次
天
草
市

総
合
計
画
の
策
定
を
行
い
ま

す
。ト

ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
が
円

滑
に
稼
働
す
る
よ
う
さ
ら
な

る
改
善
を
図
り
、
皆
さ
ん
の

知
恵
や
提
案
、
ア
イ
デ
ア
を

集
約
す
る
仕
組
み
を
構
築

し
、
市
政
を
自
分
ご
と
と
し

て
捉
え
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
民
の
市
政
参
画
機
会
の
創

出
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

学
習
の
場
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
学
ん
だ
成
果
を
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
人
材
や
関

係
機
関
等
と
連
携
し
、
地
域

学
校
協
働
活
動
推
進
事
業
の

拡
充
や
家
庭
教
育
の
支
援
な

ど
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
育
成
お
よ
び
家
庭
や
地

域
の
教
育
力
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
と

連
動
し
、
地
域
で
子
ど
も
を

育
て
る「
人
と
の
つ
な
が
り
」

を
生
か
し
た
体
験
教
育
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
・
特
技
を

持
つ
地
域
人
材
に
よ
る
授
業

支
援
の
ほ
か
、
地
域
行
事
や

郷
土
芸
能
な
ど
を
伝
承
す
る

機
会
を
天
草
市
体
験
教
育
学

と
し
て
新
た
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

化
す
る
研
究
に
取
り
組
み
ま

す
。学

校
給
食
で
は
、（
新
）

本
渡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

着
実
な
運
用
開
始
と
、
天
草

食
材
の
活
用
や
郷
土
料
理
を

取
り
入
れ
る
な
ど
、
引
き
続

き
地
産
地
消
に
取
り
組
み
ま

す
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
活

動
が
選
択
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
に
対
す
る

フ
レ
イ
ル
予
防
の
普
及
・
啓

発
と
介
護
予
防
事
業
や
、
生

活
習
慣
病
ハ
イ
リ
ス
ク
者
に

対
す
る
き
め
細
や
か
な
個
別

指
導
の
実
施
を
継
続
し
ま

す
。さ

ら
に
、
天
草
モ
デ
ル
と

し
て
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
な
ど
の
一
体
的
な

実
施
事
業
に
新
た
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
な

ど
の
早
期
発
見
、
重
症
化
予

防
に
つ
な
げ
、
健
康
寿
命
日

本
一
を
目
指
し
ま
す
。

子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま

れ
育
ち
、
い
つ
ま
で
も
健
康

で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
、
病
気
や
障
が
い
、

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
過
ご
せ
る
暮
ら
し
の

実
現
に
向
け
、
重
層
的
な
支

援
体
制
の
整
備
を
進
め
る
な

ど
、
き
め
細
や
か
な
生
活
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。

04
未
来
を
拓
く
人
を
育
む

　
　ま
ち
づ
く
り

05
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

共
に
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

06
環
境
と
共
生
し
た

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

07
暮
ら
し
や
す
い
機
能
的
な

ま
ち
づ
く
り

08
持
続
可
能
な
行
政
経
営
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り

み
ん
な
で
築
く
活
力
あ
る

　ま
ち
づ
く
り
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